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令和７年

第
３
中
隊
長

佐
多
１
尉
は
『
生
き
残

り
、
組
織
的
な
戦
闘
を
継
続
せ
よ
』
『
安

全
管
理
』
を
要
望
し
、
重
迫
撃
砲
中
隊
や

16
式
機
動
戦
闘
車
と
密
接
に
連
携
し
て
攻

撃
目
標
を
奪
取
し
た
。

重
迫
撃
砲
中
隊
長

田
原
１
尉
は
『
や

る
べ
き
こ
と
を
創
意
を
も
っ
て
柔
軟
に
実

施
せ
よ
』
を
要
望
し
、
高
度
な
射
撃
技
術

を
も
っ
て
任
務
を
完
遂
し
た
。

訓
練
最
盛
期
到
来
！

連
隊
は
、
７
月
19
日
か
ら
23
日

ま
で
の
間
、
日
本
原
演
習
場
に
お

い
て
、
第
３
中
隊
・
重
迫
撃
砲
中

隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

第
14
旅
団
の
対
抗
部
隊
と
し

て
臨
ん
だ
訓
練
検
閲
で
あ
り
、

酷
暑
、
降
雨
等
の
気
象
を
克
服

し
、
日
ご
ろ
の
練
成
の
成
果
を

発
揮
し
た
。

１６式機動戦闘車との連携

攻撃準備（第３中隊）

射撃準備（重迫撃砲中隊）



発行所 第３６普通科連隊 第１科 広報室（２）第１４号

今
回
の
訓
練
に
は
防
衛
大

学
校
の
学
生
も
参
加
し
た
。

現
場
の
隊
員
と
と
も
に
汗

を
流
し
、
熱
心
に
訓
練
に
と

り
く
ん
だ
。

訓練開始式（重迫撃砲中隊）

新小銃（２０式小銃）を研修

総評（第３中隊）

訓
練
検
閲
（
第
３
中
隊
・
重
迫
撃
砲
中
隊
）

隊容検査

１６式機動戦闘車との協同訓練 １２０ミリ迫撃砲 射撃陣地

攻撃前進

機関銃を使用した訓練
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連
隊
は
、
防
衛
大
学
校
が

実
施
す
る
令
和
７
年
度
夏
季

定
期
訓
練
を
支
援
し
た
。青野ヶ原演習場で５中隊とともに訓練を行った１１名の防大生達

師
団
情
報
管
理
検
査
・
物
品
管
理
検
査識

能
試
験

７
月
３
日

及
び
４
日
、

連
隊
は
師
団

情
報
管
理
検

査
及
び
、
物

品
管
理
検
査

を
受
検
し
た
。

合
規
適
正

に
業
務
が
行

わ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認

し
た
。

分
隊
長
集
合
訓
練

７
月
３
日
、
連
隊
は
久

代
訓
練
場
に
お
い
て
分
隊

長
集
合
訓
練
を
実
施
し
、

陸
曹
の
練
度
を
向
上
さ
せ

た
。

副師団長による巡視（↑執務室、↓倉庫）

最先任上級曹長の教育

状
況
報
告

暗視装置を使用した訓練

防
衛
大
学
校
部
隊
実
習
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茨
木
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

救急車の展示

心肺蘇生法の教育

衛
生
教
育

（
大
阪
工
芸
高
校
）

７
月
３
日
、
大
阪
工
芸
高
校
の
学
生

に
対
し
て
心
肺
蘇
生
法
や
応
急
担
架

な
ど
の
衛
生
教
育
を
支
援
し
た
。衛生小隊の隊員からの説明

に熱心に聞き入る学生

震
災
対
策
技
術
展

７
月
３
日
及
び
４
日
、
マ
イ

ド
ー
ム
大
阪
で
行
わ
れ
た
『
震

災
対
策
技
術
展
』
に
お
い
て
偵

察
用
オ
ー
ト
バ
イ
を
展
示
し
た
。

偵察用オートバイの展示 大阪地本と連携し募集
情報の獲得に貢献

心肺蘇生法の体験コーナー

７
月
26
日
、
茨
木
市
役
所
前

で
行
わ
れ
た
『
茨
城
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
』
に
お
い
て
装
備
品

展
示
、
体
験
型
展
示
を
行
っ
た
。

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

ｉ
ｎ
ひ
ら
の

７
月
27
日
、
平
野
区
で
実
施

さ
れ
『
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０

２
５
ｉ
ｎ
ひ
ら
の
』
に
お
い
て

装
備
品
展
示
を
行
っ
た
。

高機動車の展示や制服試着体験等を実施


